
全国の臨床研修募集定員数

全国の臨床研修希望者数
＝

臨床研修医の募集定員倍率

（平成27年度 約1.2倍）

・ 研修医の募集定員には、全国の定数管理や地域別の偏在調整が行われず
・ 全国の募集定員の総数が研修希望者の1.3倍を超える規模まで拡大

平成22年度

臨床研修必修化

・ 都道府県の募集定員について上限設定

平成27年度 ・ 平成27年度の約1.2倍から、平成32年度の約1.1倍、平成37年度の約1.05倍まで縮小させる

研修医の募集定員・研修希望者数の推移

臨床研修医の募集定員倍率

○ 臨床研修の必修化後、研修医の募集定員が研修希望者の1.3倍を超える規模まで拡大し、研修医が
都市部に集中する傾向が続いた。平成22年度の研修から都道府県別の募集定員上限を設定し、平成
27年度には1.22倍まで縮小。今後、平成32年度には約1.1倍まで、平成37年度には約1.05倍まで縮
小させる。
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H15' H16' H17' H18' H19' H20' H21' H22' H23' H24’ H25’ H26’ H27’ H28’ H29’ H30’

６都府県 51.3 47.8 48.9 48.8 48.1 47.7 48.6 47.8 47.5 46.7 45.5 44.4 43.6 42.6 41.8 41.7

その他の道県 48.7 52.2 51.1 51.2 51.9 52.3 51.4 52.2 52.5 53.3 54.5 55.6 56.4 57.4 58.2 58.3
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○ 臨床研修医の採用実績の割合について、平成22年度からの都道府県別の募集定員上限設定後、

・大都市部のある６都府県（東京・神奈川・愛知・京都・大阪・福岡）では減少傾向にあり、

・その他の道県では増加傾向にある。

６都府県以外の採用実績の割合

28年度 57.4%

↓

29年度 58.2% (＋0.8%)

↓

30年度 58.3% (＋0.1%)

都道府県別の上限設定後

２

H15' H16' H17' H18' H19' H20' H21' H22' H23' H24’ H25’ H26’ H27’ H28’ H29’ H30’

６都府県 4,193 3,526 3,680 3,766 3,640 3,689 3,715 3,585 3,643 3,584 3,493 3,462 3,595 3,671 3,546 3,749

その他の
道県 3,973 3,846 3,846 3,951 3,920 4,046 3,929 3,921 4,029 4,095 4,181 4,330 4,649 4,951 4,943 5,247

合計 8,166 7,372 7,526 7,717 7,560 7,735 7,644 7,506 7,672 7,679 7,674 7,792 8,244 8,622 8,489 8,996

平成30年度研修医の採用実績＜６都府県とその他の道県＞


